
事例番号：事例4

＜事例概要＞

脳神経外科

・被殻出血・脳室穿破後の保存的治療で入院した 50 歳代の患者。BMI 26

・糖尿病、高血圧で治療中、向精神薬服用中。入院前は日常生活動作（ADL）自立。

・床上安静時、間欠的空気圧迫法（着脱時期不明）実施。入院1 週間後、歩行訓練を開
始。その 3 日後、嘔気、疲労感がみられ、リハビリテーションはベッド上に変更。車い
すへの移乗、トイレでの排泄は可能。約 3 週間後、歩行訓練を再開したところ、呼吸困
難、呼吸促迫を認め、意識レベルが低下した。造影CT にて大腿の深部静脈血栓、両肺
動脈の急性肺血栓塞栓症と診断。救命処置を継続したが、数日後に死亡。

提言第２号　急性肺血栓塞栓症に係る死亡事例の分析


